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会 議 録 

会議の名称   平成３０年 第２回 白岡市教育委員会定例会  

開催日   平成３０年２月８日（木）  

開催時間   午前９時３０分 開会 ・ 午前１１時 閉会  

開催場所   白岡市立白岡中学校 会議室  

 

教育長の氏名  

 

 長 島 秀 夫  

 

出席者（委員

等）の氏名  

 長 島 秀 夫  

 清 水 律 子  

 牛 田 文 子  

 新 井 二 郎  

山 﨑 美佐江  

欠席者（委員）

の氏名  

 

 

説明員の職・  

氏名  

 

教 育 部 長  野 口 仁 史  

参事兼教育総務課長    河 野  彰  

参事兼教育指導課長  辻  文 明  

生涯学習課長  齋 藤  久  

事務局職員の

職・氏名  
教育総務課課長補佐 岡安久美子  主査 木村真由美  

点検評価員   佐山 千鶴子  石塚 敏雄  

会議次第  

 開会  

日程第１ 会議録署名委員の指名  

 日程第２ 委任事務等報告事項  

 日程第３ 議事  

 日程第４ その他の事項  

 閉会  

配布資料  別添のとおり  

傍聴者数  ４人  
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議 事 の 経 過  

発言者  議題・発言内容・決定事項  

 

長島教育長  

 

 

 

 

 

長島教育長  

 

 

 

長島教育長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長島教育長  

 

 

野口教育部長  

 

 

 

辻参事兼教育指導課

長  

   〃  

 

   〃  

１ 開会 

平成３０年第２回白岡市教育委員会定例会への出席に対し

謝意を表す。  

出席者５名で定足数に達しているため平成３０年第２回白

岡市教育委員会定例会の開会を宣した。  

 

２ 日程第１ 会議録署名委員の指名 

白岡市教育委員会会議規則第１５条の規定により清水律子

委員及び新井二郎委員を指名した。  

  

３ 日程第２ 委任事務等報告事項 

委任事務等報告事項第１の区域外就学について５件、第２

の就学すべき学校の指定の変更について７件、第３の平成２

９年度の就学援助の認定の５件については、個人に関する情

報が含まれるため、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第１４条第７項ただし書の規定に基づく３分の２以上の委

員の同意により非公開となったため、傍聴人に一時退席を求

めた。  

  

（傍聴人一時退席）  

 

委任事務等報告事項の第１について事務局に報告を求め

た。  

 

委任事務等報告事項の第１について概要説明を行った後、

辻参事兼教育指導課長に詳細説明を委ねた。  

 

報告第１ 区域外就学について  

     別添資料に基づき報告を行った。  

報告第２ 就学すべき学校の指定の変更について  

     別添資料に基づき報告を行った。  

報告第３ 平成２９年度就学援助の認定について  

      別添資料に基づき報告を行った。  
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発言者  議題・発言内容・決定事項  

長島教育長  

 

 

 

 

長島教育長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長島教育長  

 

野口教育部長  

 

 

 

河野参事兼教育総

務課長  

 

長島教育長  

 

 

Ａ委員  

 委任事務等報告事項の第１から第３について委員からの質

疑等を求めた。  

 

（非公開案件につき内容省略）  

 

ほかに意見等を求めたが意見等がなかったため、委任事務

等報告事項の第１から第３について報告済みとした。  

 

（傍聴人入室）  

 

４ 日程第３ 議事 

 

議案第２号 白岡市教育委員会事務局組織規則の一部を改

正する規則  

 

事務局に対して提出議案の説明を求めた。  

 

議案第２号 白岡市教育委員会事務局組織規則の一部を改

正する規則の概要説明を行った後、河野参事兼教育総務課長

に詳細説明を委ねた。  

 

別添の資料に基づき補足説明を行った。  

 

 

議案第２号の白岡市教育委員会事務局組織規則の一部を改

正する規則について委員からの質疑を求めた。  

 

教育委員会の組織を改編して、市民のために充実した行政

サービスをするのは、とても大事なことであり良いことだと

思うが、それによって人員やお金等が関わってくると思う。

現在、教育委員会は１つの部であるが、２つの部ができると

の説明を受けた。部長も増えるということだが、現在の生涯

学習課の担当の職員人員は増えるということになるのか。  
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発言者  議題・発言内容・決定事項  

河野参事兼教育総

務課長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ委員  

 

 

 

 

 

 

野口教育部長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ委員  

 

今回、教育委員会で２部制をとったこと、２課に分けたこ

との理由の一つとして、生涯学習センターの開館を控えてい

ることが大きい。生涯学習センターについては、部屋数等も

増えるので当然人員も増えると思う。生涯学習部自体の考え

方としては、よく言葉で知・徳・体と言われるが、学ぶ、学

びあう部分を学び支援課とし、豊かな心の形成支援、健やか

な身体の形成支援ということでいきいき教育課とした。そう

いった形で部長、課長も増えることになるが、市としても施

設が出来たことにより、意気込みを持って気持ちを強く打ち

出し、積極的に推進していこうという体制を取った形となっ

た。  

 

生涯学習センターが完成すると、多くの市民の学習できる

場ができることになる。市では公民館や体育施設も設置され

ているので学ぶ場はたくさんあると思う。各課予算要望して

目的達成に努力されていると思うが、来年度の予算について

は、教育関係では心配ないということでよいか。是非人員を

増やし充実させて事業を進めていただきたい。 

 

行政運営を進めていく中で、予算確保は大事なことである。

財政面は厳しいところではあるが、限られた財源を可能な限

り教育振興に充てるよう努力した。市長も学び楽しむまちづ

くりということで、教育重視の方向で考えている。教育委員

会は１つの部であるが、市民待望の生涯学習センターが１０

月１日にオープンすることから、２つの部に改編する。この

ことにより、館の整備だけでなく、ソフト面の充実を図り、

市民の期待、要望に沿えるような教育行政サービスを提供し

ていきたいと考えている。また、予算については、平成３０

年３月議会に上程し、審議中である。 

 

新しい事業を実施する時は、人と予算は伴うものである。

今後とも教育関係事業の充実を図っていただきたい。 
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発言者    議題・発言内容・決定事項 

齋藤生涯学習課長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ委員  

 

 

 

 

齋藤生涯学習課長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ委員  

予算及び人員の確保という御質問をいただいたが、約３年

前、平成２７年３月、生涯学習センターを整備するに当たり

基本構想を策定した。その中で具体的な整備に充てる金額と

して総額２６億円、また維持管理で年間１億５千万円から２

億円の概算費用がかかるということで提示させていただいた

ところである。それに基づき建設工事契約や重要な図書資料

に充てる予算等を計画的に進め確保してきた。人員の確保に

ついても、平成２９年４月人事では、新規採用職員を新たに

生涯学習センターに配置する職員として採用し、また平成３

０年４月についても新たにセンターに配置職員について計画

的な採用をお願いしてきたところである。計画的なプランを

財政、人事当局に示し、可能な限り交渉を進めてきた。オー

プンの段階で、全て満足した形でというのはなかなか難しい

と思うが、段階的に整備していくことを年頭において充実さ

せていきたい。 

 

市としても大きな事業であり大変かと思う。現在の生涯学

習課を２課に分けるので、当初は特に連携が難しくなると思

われるが、できる限り調整しながら臨機応変に対応をお願い

したい。 

 

具体的な回答になるが、資料の行政組織図を御覧いただき

たい。生涯学習センター館長については部長職が兼務する形

である。生涯学習部長は、学び支援課といきいき教育課を所

管する。部長の席になるが、センター内にも部長席は設置さ

れるが、現在の庁舎２階教育委員会の生涯学習課の事務室内

に生涯学習部長が執務する机を置き、管理監督をする体制と

なる予定である。 

学び支援課は、学習支援担当、文化振興担当及び図書館担

当の３担当が連携を図りながら協力して進めていくという考

えである。 

 

承知した。よろしくお願いする。 
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発言者    議題・発言内容・決定事項 

Ｃ委員  

 

 

 

 

 

 

長島教育長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ委員  

 

 

 

長島教育長  

 

 

 

 

 

 

長島教育長  

 

野口教育部長  

 

最初から全部整わないとの話があったが、長い年月をかけ

て市民全体で、人権形成や人づくりを推進し、学習支援など

学ぶ楽しいまちづくりを進めるということは、市民のエネル

ギーが施設を育てるような感覚で、色々な事が成功するので

はないかと思った。組織を見直し改編することは良いことだ

と思った。 

 

生涯学習センターに限って話をさせていただくが、建物が

完成し、人が配置され、予算も確保できれば素晴らしい行政

サービスが行われると期待する半面、働いている人の意識、

市民サービスの向上の考え方を持っていないと駄目かと思

う。研修に頼ることも一つの考え方であり、他の施設を見学

することも良いことである。教育委員会の他課の職員でも協

力をするなど、市民の立場になって対応していくことが必要

かと思う。 

白岡市生涯学習センター運営協議会で色々な意見等が議論

され、市民の意見を取り入れて、より良い生涯学習センター

の運営が出来ればよいと考えている。 

 

同感である。働く方の意識、市民に対してのサービスの心

を各自持つことが大事かと思う。これは、学校でも市役所で

も同じである。職員一人ひとりが再認識していただきたい。  

 

ほかに意見等を求めたが意見等がなかったため、議案第２

号白岡市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則に

ついて原案のとおり決定することとした。  

 

議案第３号 白岡市いじめ防止対策推進委員会条例の一部

を改正する条例  

 

事務局に対して提出議案の説明を求めた。  

 

議案第３号 白岡市いじめ防止対策推進委員会条例の一部

を改正する条例の概要説明を行った後、河野参事兼教育総務

課長に詳細説明を委ねた。  
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発言者    議題・発言内容・決定事項 

河野参事兼教育総

務課長  

 

長島教育長  

 

 

Ａ委員  

 

 

 

 

 

野口教育部長  

 

 

 

辻参事兼教育指導課

長  

 

 

 

Ａ委員  

 

 

Ｂ委員  

 

河野参事兼教育総

務課長  

 

 

 

 

Ｂ委員  

別添の資料に基づき補足説明を行った。  

 

 

議案第３号の白岡市いじめ防止対策推進委員会条例の一部

を改正する条例について委員からの質疑を求めた。  

 

現在、教育委員会は、教育部のみだが、新年度から学校教

育部と生涯学習部の２部に分かれるとの説明があったが、市

民にとっては２部に分かれたほうが分かり易いと思った。 

各委員や学校等への周知はどのような形で進めていくの

か。 

  

 白岡市いじめ防止対策推進委員会の構成員としては、学識

経験者、児童福祉関係、ＰＴＡ関係、警察関係者であるが、

基本となる条例改正なので説明をしていく。  

 

この条例の関係者については、部長が説明したとおりであ

るが、学校については、４月の校長会で資料と同じ組織図を

配付して説明していく予定である。くれぐれも混乱の無い様

に対応していく。  

 

是非、教育委員会と学校との連携を図っていただきたい。

よろしくお願いする。  

 

市民の周知はどの様になるのか。  

 

行政組織図を御覧いただきたい。教育部局の他に、市長部

局でも秘書広報課、保育課の２課が増える。４月の広報紙や

市の公式ホームページ等で周知していく。また、生涯学習セ

ンターが完成するまでは、課の場所も今の状態であるため、

場所等の詳細が決定次第、早めに周知していきたい。  

 

了解した。  
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発言者    議題・発言内容・決定事項 

長島教育長  

 

 

 

 

長島教育長  

河野参事兼教育総

務課長  

   〃  

辻参事兼教育指導課

長  

齋藤生涯学習課長  

   〃  

   〃  

 

長島教育長  

 

Ｂ委員  

 

 

 

 

辻参事兼教育指導課

長  

 

 

 

 

 

Ｂ委員  

 

Ｃ委員  

 

ほかに意見等を求めたが意見等がなかったため、議案第３

号白岡市いじめ防止対策推進委員会条例の一部を改正する条

例について原案のとおり同意することとした。  

 

５ 日程第４ その他の事項 

その他の事項について事務局に報告を求めた。 

（１） 入学準備金の貸付状況について 

（２） 小学校の校庭における空間放射線量測定結果について 

（３） 学校給食用食材の放射性物質検査結果について 

（４） 新体力テストの結果について 

（５） 白岡市子どもの情報端末利用のルール策定について 

（６） 成人式の実施報告について  

（７） 白岡新春マラソン大会の実施報告について  

（８） １月の生涯学習課諸事業結果報告について  

 

その他の事項について意見等を求めた。  

 

白岡市子どものネット利用宣言だが、とても分かりやすく

良いものが出来たと思っている。策定するに当たっては、子

ども達と一緒に相談して策定したとの事だったが、今後の活

用が大事だと思うがどの様に考えているか。 

 

教育委員会としても今後の課題であると思っている。策定

委員からも御指摘があったが、配布をして終わりではなく、

学年の発達段階に応じて説明の仕方も変わってくるが、配布

する際、学級活動の中でも、資料を基に話し合いを行ってか

ら配布をするということを徹底して行っていくことを確認し

た。 

 

よろしくお願いする。 

 

市役所で毎月開催されているランチタイムコンサートに出

向いている。こういった事は市民全体で育てていかないとい  
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発言者    議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

 

齋藤生涯学習課長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長島教育長  

 

 

 

Ｄ委員  

 

けないと思った。今はすっかり市民に定着していて良いと思

った。こういった事業が、市民の気持ちが前向きになるとい

うか、意欲が湧いてくるというか、今後も市民の参加意欲の

きっかけになるのではないかと思った。 

 

毎月実施しているランチタイムコンサートについては、昨

年１０月に１００回を迎え、先日は１０５回目であった。ラ

ンチタイムコンサートが企画される、約８年前の平成２１、

２２年になるが、市民主体で、ランチタイムコンサートを企

画運営していこうという動きがあり、当日の司会進行につい

ても、次回の方が司会進行を行い、また準備運営の面でも出

演者の方々が主体的に行っていただいている。 

また、出演者を決める調整会議を年２回実施しているが、

当課としては、会場提供をしているだけで出演者の方々が主

体に動いて実施していただいている状況である。 

 可能であれば、各月毎にランチタイムコンサートを新しい

生涯学習センターと庁舎で実施できればと考えている。柱と

なるのは、市民主体で進めていくことを年頭においていきた

いと考えている。 

 

毎月楽しみに来庁してくれる方もいる。来月も来ますねと

楽しみにしている方々の声を聞いた。少しずつ浸透してきて

いると思った。 

 

生涯学習センターの図書館は中心的な位置を占めてくると

思う。説明にもあったが、オープンイベントも計画されるよ

うである。 

市でもようやくブックスタートを進められる形が整ってき

た。予算をいただいて、準備段階に入り、２度ボランティア

の一般募集を行い、養成講座の研修第１回目が１月の終わり

に、２回目は２月に開催され三芳町の代田図書館長が見える

とのことである。三芳町は埼玉新聞にも取り上げられていた

が、あの手この手で色々な企画をされ、１６年間、埼玉県内

で本の貸出しが一番とのことである。入学時に、子ども達へ 
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発言者    議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

 

齋藤生涯学習課長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ委員  

 

Ａ委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

辻参事兼教育指導課

長  

 

読んだほうがよい本のリストを渡すなど、工夫や努力をされ

ていて、とても魅力的な発信をしていると思った。 

是非参考にして、魅力ある白岡の図書館にして頂き、たく

さんの市民に足を運んでいただきたいと思う。 

 

ブックスタート事業は、企画政策課でまち・ひと・しごと

の地域創生の取組の一環として計画の中に盛り込ませていた

だいた事業であり、５年が経過した。ようやく来年度事業費  

を計上することが出来た。その段階において、ＮＰＯ法人の  

ブックスタートの理事をしている三芳町の代田図書館長や職

員の方々に色々とアドバイスをいただき、ボランティア養成

講座の第１回目を１月２９日に実施、第２回目を２月１９日

に開催する。平成３０年度に向けた準備をしていき講座を有

意義に開催していきたいと考えている。  

 

了解した。  

 

新体力テストについてだが、県と比較して、中学校は握力、

ボール投げが県よりも低い結果である。時代の流れで、体力

を付ける場所が少なくなくなってきている感じがする。小学

校では、説明にあったが、ボール投げは改善が見られ、各学

校で工夫し取組んできた成果との説明であった。中学校は毎

年、この項目が低いようなので何か方法は無いだろうか。物

を投げる機会が減っている。市教育研究会などでも知恵を出

し合い、また情報交換も出来ると思うがどうか。各学校の体

育主任、学校内でも器具や場所など検討していく必要があり、

何か対策を考えていかなければならないと思う。  

 

教育委員会としても、危機感を感じている。去年との比較

だが中学校のボール投げについて男子は低かった。女子も、

去年より少し下がった結果となった。  

本年度、来年度と西小学校を研究指定校にした。取組につ

いては小学校になってしまうが、中学校の先生にも参観して  
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発言者  議題・発言内容・決定事項  

 

 

 

 

 

長島教育長  

 

 

 

長島教育長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もらい広めていきたいと考えている。２月下旬になるが、加

須市にある平成国際大学の教授に来ていただき講演会を西小

学校で開催する。こういった機会を多く設けながら指導力も

含め研究を深めていきたいと考えている。  

 

ほかに意見等を求めたが意見等がなかったため、その他の

事項について終了とした。  

 

６ 閉 会 

以上ですべての日程を終え、閉会を宣した。 

 

以下余白  
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            教 育 長 

 

            議事録署名委員  

 

            議事録署名委員  

 

 


